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アンケート調査にみる日本企業の海外
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１．

はじめに

　１９８０年代後半以降，貿易摩擦や急速な円高を背景として日本企業の海外経済活動の動向が内外

から非常に注目されている。日本企業の今後の海外経済活動の動向を把握するためには，その中

心となる海外直接投資の動向及びそれが国内外経済に与える影響を定性的 ・定量的に分析するこ

とが重要となる。筆者達はこのうち特に，定性的分析に重点をおきながら日本企業の海外直接投

資の動向を調査するため，日本の製造業９７０社をリストア ップして「アンケート調査」を実施し

た。 本稿は，その調査結果を概観し，日本の直接投資の動向とそのいくつかの特徴を明らかにす

ることを目的としている 。

　本稿では，まず第２章で我々のアンケート調査の目的と意義を明らかにし，第３章でアンケー

ト調査結果の概要を説明し，第４章でアンケート調査結果のいくつかの特徴を述べる 。

２． アンケート調査の目的と意義

　最近日本企業の海外進出動向に関する種々のアンケート調査が行われているが，我々のアンケ

ート調査の目的とその意義は，以下の点にある 。

　第一に，「１ドル＝１００円時代」を目前にして，企業行動に構造的変化が起こる可能性があるか

どうかを明らかにするということである。為替レートの変動に対する企業の対応策についての調

査は，例えば，［５１通産省文献で行われているが，それは「１ドル＝１００円時代」を想定した調

査ではない。ｒ１ドル：１００円時代」に突入した時（すでに現在突入したと考えられるが），それをき

っかけに日本企業は，ますます海外生産を抜本的に拡大していくのであろうか。そのような企業

行動の構造的変化が起こる可能性があるかどうかを明らかにすることが，我々のアンケート調査

の第一の目的である 。

　第二に，直接投資拡大によっ て， 貿易不均衡（特に日米間貿易不均衡）はどこまで是正される可
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能性があるかを明らかにする。そのために，財を資本財，中間財，最終消費財にティスアグリゲ

イトし，現地子会社への輸出促進→目本企業の輸出代替→逆輸入の増大というプロセスが現実に

成立する方向にあるのかどうかを検証することによっ て， 今後の貿易不均衡是正の見通しを明ら

かにする 。

　特に日米貿易不均衡については，「日本の中問財 ・資本財は，アメリカ経済の生産能力増強に

ビルトインさているため，日米貿易不均衡の是正は困難である」（［２１ＮＩＲＡ文献）という指摘

があるが，はたしてそのような状況が今後とも持続する可能性が高いのかどうかを検証する 。

　第一及び第二の目的は，短期的あるいは中期的なスパンを対象としているが，長期的な視点か

らみて「産業の空洞化」の可能性を検証することが，第三の目的である。そのために，［６１三

菱総研文献で行われているように，現地企業の意志決定のレベルを商品企画，製晶開発，生産 ，

販売，人事に機能を区分し，長期的に，どのレベルの機能を海外に移転していこうと考えている

のかを明らかにする。さらに，各企業の長期的国内生産規模を調査することによっ て， 「産業空

洞化」の実態を具体的に把握する 。

　第四の目的は地域統合化（ＥＣ，ＮＡＦＴＡ）が，日本の海外直接投資を促進するかどうかを明らか

にすることである。ＥＣやＮＡＦＴＡの地域統合の促進が，日本の海外生産拡大に与える影響に

ついての調査は，まだ本格的には行われていない。我々の調査は，地域統合化と日本の海外直接

投資の関係を明らかにする試みの基礎的データを提供するという意義がある。以上が，本稿の主

な目的及びその意義であるが，その他に今後の日本の海外直接投資の動向に関して，撤退の可能

性やその可能性がある直接投資先の地域的特徴も明らかにする 。

３． アンケート調査結果の概要

　（１）回答企業の概要とその特徴

　本章では，アンケート調査結果の概要を説明するが，アンケート調査の対象となっ たのは，前

述したように製造業９７０社であり ，「海外進出企業総覧’９３」（東洋経済新報社）からリストア ップし ，

その本社の担当責任者に調査票を送付した 。

　調査の時期は，１９９３年１１月１日より１１月３０日の一か月問であり ，回答企業数は，１３４社（回収

率１３８％）であ った。これら回答企業の概要について，通産省調査（「第２２回　　わが国企業の海外

事業活動（１９９２年度調査）」と比較しながら，その特徴をみてみよう 。

　まず，本社企業の資本金は，資本金１億円超（「大企業」とみなす）１１７社（構成比８８ ．Ｏ％），資本

金１億円以下（「中小企業」とみなす）１６社（構成比１２．０％）で，大企業中心の構成になっ ている 。

（ちなみに通産省調査では，製造業における大企業の比率７６ ．８％）また，資本金の平均は２５７億円（通産

省調査１３５億円）である 。

　国内売上高は，企業の生産規模によっ てかなりのばらつきがある 。平均では２６０２億円と通産省

調査の製造業平均（１５１３億円）より高か った。海外現地法人売上高は，５０億円以下が半数以上で

数としては多いが，１０００億円を超える企業も約１３％ある。国内売上高ほどのばらつきはないが ，

企業によっ てかなり差があり ，平均では９８８億円であ った 。
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　本社企業の輸出額は５０億円以下が約半数だが，企業によっ てかなりの差がある 。平均では９５４

億円で，通産省調査の製造業（３４４億円）より高い。本社企業の輸出額のうち対米輸出額は，５０億

円以下が約７０％，平均では３３９億円だが，やはり企業によっ てかなりの差がみられる 。

　本社企業の輸入額は５億円以下が約半数で，企業による格差は輸出額ほどはない。平均では

１９６億円であり ，通産省調査の１０２億円より高い。本社企業の輸入額のうち対米輸入額は，５億円

以下が約２／３ ，平均では７２億円であ った 。

　国内従業員は，１０００人以下が約４割だが４０００人を超えるところも約１／４あり ，平均では５５２５人

であ った 。

　現地子会社数は５社以下が半数以上だが，１００社以上の子会社をもっているところもあるなど

企業によっ て差が大きく ，平均では１４ ．８社であ った。現地子会杜のうち，商社機能を持つ子会社

数については，約１／４の企業が持っていないと回答し，１～５社を持つ企業が約半数を占め ，

平均では５ ．１社であ った 。

　また現地子会社のうち，米現地子会社数については，約１割の企業は保有していないと回答し

ているが，１～１０社を持つ企業で約８割を占め，平均では３ ．８杜であ った。米現地子会社のうち ，

商社機能を持つ米子会社数について，約３割の企業は保有していないと回答し，１社保有が約５

割， 平均では１ ．１社であ った 。

　回答企業数を業種別にみると ，電気機械，　般機械，化学，輸送用機械の順位となっ ており ，

特に電気機械の回答数が多い。これらの産業は，日本の基幹産業であり ，特殊分類で考えれば ，

重工業加工型（機械）産業が多く ，次いで軽工業，重工業素材型１（化学），重工業素材型２（金

属）が同程度となづている 。（図１－１参照）

　なお，輸出比率＝輸出額／（国内売上高十輸出額）は，平均で２０ ．Ｏ％，通産省調査（２２ ．Ｏ％）と

ほぼ同じであり ，輸入比率＝輸入額／（国内売上高十輸入額）は，平均５ ．３％，通産省調査（１９９１年

度）の製造業（１２・２％）より低い。これは，輸入比率の高い石油 ・石炭産業，木材 ・パルプ産業

等の回答が少ないことが原因であると考えられる。また，対米輸出比率＝対米輸出額／（国内売

図１－１　回答企業の業種
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上高十対米輸出額）は，平均７ ．４％，対米輸入比率＝対米輸入額／（国内売上高十対米輸入額）は ，

平均２ ．１％であ った 。

　さらに，現地生産比率＝現地法人売上高／（国内売上高十輸出額十現地法人売上高）は，平均で

１７ ．Ｏ％，現地生産比率＝（現地法人売上高／本杜企業の売上高）で計算すると（通産省はこの方式）平

均３６ ．６％となっ た。 これは，通産省調査の製造業（１６．７％）より高いが，通産省調査の時点より

も海外生産が進展したこと ，及ひ海外生産比率の高い機械産業の回答率が高いことによるものと

考えられる 。

　以上回答企業の概要をみてきたが，企業規模を表す量的なデータでは，いづれも通産省調査を

平均で上回 っている。したがって，本調査は，規模の小さな企業のデータをあまり多く含んでい

ない可能性はあるが，全体としてみると日本の産業の動向を判断するには十分信頼に足る情報を

含んでいるものと考えられる 。

　尚，回答企業の概要についての基本統計量を表１にまとめておく 。

表１　回答企業の概要

標本数 平均 最小値 最大値 標準偏差

資　　本　　金 １３３ ２５７ ．１１ Ｏ． ２ ２６０５ ．Ｏ ５２２ ．２１

国内販売高
１３１ ２６０１ ．６２ ５． Ｏ ５６６３６ ．Ｏ ６９０６ ．１７

現地法人売上
１０７ ９８７ ．６９ １． Ｏ ２１２０７ ．Ｏ ３２０９ ．８３

輸　　出　　額 １１９ ９５４ ．３５ Ｏ． Ｏ ３３６７２ ．Ｏ ３６４２ ．０２

対米輸出額
１１２ ３３９ ．３７ Ｏ． Ｏ １５８９３ ．Ｏ １６１３ ．０９

輸　　入　　額 ユ０２ １９５ ．９６ Ｏ． Ｏ ４１２６ ．Ｏ ６９８ ．９５

対米輸入額
９１ ７１ ．５０ Ｏ． Ｏ １７４０ ．Ｏ ２９４ ．８２

国内従業員数
１２９ ５５２４ ．９８ ３２ ．Ｏ ７３０００ ．０ １１５３８ ．１３

海外子会社数
１２４ １４ ．８２ １． Ｏ ２４６ ．０ ３０ ．０２

商社子会社数
１１２ ５． １３ Ｏ． Ｏ ４９ ．０ ８． ８６

在米子会社数
１２１ ３． ７９ Ｏ． Ｏ ２７ ．Ｏ ５． ５９

在米商杜子会杜数 １０９ １． １２ Ｏ． Ｏ ６． Ｏ １． ２７

　（２）「１ドル＝１００円時代」定着の影響とそれに対する対応策

　ｒ１トル＝１００円時代は定着する」と考える企業は，５４９％，ｒ一時的で疋着しない」が２５６％ ，

「わからない」が１９ ．５％であ った。ここで留意すべきは，この設問に関して，「１ドル：１００円時

代」の解釈にずれが生じた可能性があるということである。つまり「１ドル＝１００円は一過性で ，

さらに円高が進行する」と予想する企業は，「定着しない」と回答している可能性がある。実際 ，

１９９５年度中の予想為替レートを１００円付近（１０５円～９５円）以外と予測している企業も約３割存在

し， この割合は，「一時的で定着しない」と答えた企業の割合に近い。これらの企業の中には ，

９０円～７５円を予想する企業も存在するため，こうした企業が「一時的で定着しない」と回答した

可能性が否定できない 。

　１９９３年度末の予想為替レートは ，１０５円，１１０円が圧倒的で，１９９３年度末に１ドル＝１００円を突

破すると予想する企業は少なかった。ちなみにアンケート調査時期１９９３年１１月の為替レートは１

ドル＝１０７ ．８円，１２月は１０９ ．７円であり ，実際の１９９３年度末の為替レートをみると，３月平均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０９）
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４月平均１１２ ．４であ った。（図２－１参照）
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図２－１ １９９３年度末の予想為替レート
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　また，１９９５年度の予想為替レートについては，９５円がもっとも多く ，１ドル＝１００円を突破し
，

さらに円高になると予想している企業が６割以上ある。現時点の為替レートの動向から判断する
と， この予測為替レートは，非常に信懸性が高いように思われる 。（図２－ ２参照）
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　現在の輸出採算レートについての回答数を多い順に並べると ，１２０円，１０５円，１１５円，１１０円と

なり ，「１ドル＝１００円」になるとかなりの企業が採算割れと考えている。業種別では　般機械 ，

輸送用機械は，１００円以下の為替レートでは，採算がとれない。これらの業種は，同じ機械産業

の中でも電気機械よりも打撃が大きく ，日本の基幹産業，輸出の主要産業だけに経済全体に与え

る影響は大きいと考えられる。一方，「１ドル＝１００円」でも採算があるという企業は，電気機械 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１０）
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化学等の一部に見られる 。（図２－３参昭）
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　１５鐵材・木型品　　　　　　　１９ゴムリ品　　　　　　　２０その他鐵造

　「他の条件が変化せず為替レートのみ１トル＝１００円となりそれが定着したと仮定した場合，定

着１年後に」輸出額に与える影響は，「減少」が２８ ．２％，「かなり減少」が２５％で，「少し減少」

まで含めると約７割に達し，輸出額の減少は不可避である。業種別に見てみると ，機械産業で打

撃が大きいが，特に輸出の多くを占める輸送用機械への影響が大きい。一方，電気機械では，か

えっ て輸出が増加すると回答する企業もあるなど，企業によっ てかなりばらつきがある 。

　一方，ｒ他の条件が変化せず為替レートのみ１ドル＝１００円となりそれが疋着したと仮定した場

合， 定着１年後に」輸入額にあたえる影響は，約７割の企業が増加すると回答しており ，その割

合は大きいが，「かなり増加」と答えている企業は，１２．２％と輸出額が「かなり減少」と答えて

いる企業（２５％）よりも少なく ，円高の輸入額へのインパクトは，輸出額へのインパクトと比べ

てやや弱いといえる。業種別分析では，電気機械，輸送用機械で顕著に増加効果が現れると考え

られる 。（図２－ ４及び図２－５参照）

　「１トル＝１００円が定着した場合の」対応策のうち，コスト切り下げについては，「抜本的切り

下げ」３２％，「相当切り下げ」３２％，「一定切り下げ」２１ ．９％，「コスト切り下げには限界」５ ．５％ ，

「その他」８ ．６％であり ，大部分の企業がコスト切り下げの余地は依然あるとみている。また国内

販売強化についても ，「抜本的に強化」１５３％，「相当強化」３６６％，「一定強化」３０５％，「現行

のまま」１３ ．７％，「その他」３ ．８％であり ，その余地はまだあるとみていることが分かる。また ，

高付加価値商品への生産シフトについては，「抜本的にシフト」３２％，「相当シフト」２８％，「一

定シフト」２４％，「シフトは困難」７ ．２％，「その他」８ ．８％であり ，多くの企業が高付加価値商品

への生産シフトを考えていることも分かる 。

　輸出の円建て比率は，半数弱の企業が引き上げを考えているが，輸入の円建て比率の引き上げ

には企業はあまり積極的でない。現在でも輸出の円建て比率（約４０％）は輸入の円建て比率（約

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１１）
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図２－５ １ドル＝１００円定着の影響（業種別 ・ 輸入）

　　１４
　　１２
　　１■
　　■
　　■
　　；

む　 ０

ｓ
ｏ、、

罵１；

日　 ．
　　；
　　…；

ズ少　　　　少し，■加　　カ、なりＩ○い

　竈化〃し　　　１■」！□１

　１倉科品１・ たはこ

む少　　　少し”血　かなりＩ■い
　■化なし　　　£■加

２独雄

竈少　　　　少しＩ■血　　ゐ、なり・ｍ□

　■化〃し　　　ｏ加
　　３紙・パルプ

＾少　　　少しＩ■加　かなリｎ血
　■化なし　　　，■幻

　　　４化学

氾少　　　少しｎｏ　　か勿リＩ■ｏ
　■化なし　　　ｏ■

　　６窯崇土石

加少　　　少しり加　かなリｏｏ
　■化なし　　　　Ｉ■Ｉ■

　　　７鉄銅

む少　　　少し”加　かなり・■幻
　ａ化なし　　　　Ｉ■‘

　　８非鉄金＾ ９金＾躰昌

加少　　　少し”血　かなりｏ加
　口化勾し　　　り加
１０股櫛械

＾少　　　少しＩ■加　　か〃リ”加
　竈化以し　　　Ｉ■１□■

　　ｌ１■気榊或

篶少　　　　少し，■加　　かなリＩ■加

　コ叱姑し　　　１■加

　１２饒送用独械

幻少　　　　少しＩ■加　　わ・なリー■加

　，＝化なし　　　Ｉ○聰

　　１３帽密舳戊
１４

，２

１■

■
８

４
２

０

幻少　　　少し心ｏ　　かなリいｉ
　■化なし　　　　．■＾

　１５製材・木リ品

＾少　　　少しＩ■ｏ　かなりりカ
　■‘■＝なし　　　，■ｏ

　　１９コム以品 舳磁漉舳

１５％）を大きく上回 っており ，円高によりその格差はさらに広がるものと考えられる 。

　海外生産は基調的には拡大方向であるが，「積極派」（「抜本的拡大」１０９％，「相当の拡大」

２７．１％）と「慎重派」（「一定の拡大」５２．７％）に分かれる。業種別にみてみると ，輸出の大きな減

少を予測する企業で海外生産を推進しようとする意欲が強い。その意味で，輸出代替的な海外生

産が進む可能性がある。大きな輸出の減少を予測している輸送用機械や一般機械，電気機械，精

密機械の一部で，この傾向は強い。また，輸出額があまり変化しないと回答している企業におい

ても，海外生産を拡大すると答えた企業の割合がかなり高いのも特徴的である 。（図２ －６及ぴ図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１２）
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　「現地調達率を高める」企業が圧倒的で，「抜本的に高める」１３ ．１％，「相当高める」３２ ．３％ ，

ｒ一疋局める」３４６％，ｒ現行のまま」１６２％，ｒその他」３８％で，約半数の企業は強く現地調達

率を高めようとすることが分かる。業種別にみると ，電気機械で特にこの傾向が高い。（図２ －８

参照）

　以上見てきた「１トル＝１００円定着」への対応策の重要度に順位をつけると ，次のようになる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１３）
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表２　「１ドル＝１００円定着」への対応策の優先順位

コスト切り下げ

高付加価値商品への生産シフト

国内販売の強化

輸出円建て比率の向上

海外生産の拡大

６４％

６０％

５１ ．９％

４３％

３８％

　通産省調査でも ，為替変動に対す対応策について，上記のような項目でアンケート調査を実施

しているが，その中では，海外現地生産の拡大が第２位になっ ており ，我々の調査とは対照的結

果になっ ている。この違いは，通産省調査では，単に対応策の一つとして海外現地生産拡大を選

択した企業が多かったことを示すが，我々の調査では，「抜本的」「相当」程度という対応策の構

造的変化を問うていることに起因すると思われる 。

　我々の調査結果は，「１ドル＝１００円」が定着したとしても ，それが即海外現地生産の全面的拡

大にはつながらないことを示す。むしろ企業は，これまでのコスト削減努力や内需拡大努力の余

地が依然あり ，それらをより重視していることがわかる。企業の海外生産拡大が，円高のみでは

抜本的に進むとはいえないであろう 。

　（３）本社企業とその海外子会社との貿易取引について

　直接投資の拡大が，貿易収支に与える影響を見るためにまず，現地子会社への輸出実績額を ，

中間財，最終消費財，資本財に区分してみてみると，中問財を「主に輸出」している企業がもっ

とも多く ，次に最終消費財を「主に輸出」している企業が続き，資本財を「主に輸出」している

企業は少ないことがわかる。従って中問財貿易取引の動向が今後重要となると考えられる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１４）
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　また，資本財と最終消費財を１０％以下の割合で輸出している企業の数が多いが，中問財と最終

消費財の輸出に関しては，１０％以下であると回答した企業と ，９０％以上と回答した企業に分かれ

る傾向があり ，企業によっ て現地子会社への輸出の中身は，かなりどちらかの財に特化している

可能性がある。これに対して，資本財についてはこのような傾向は見られない。（図３ －１参照）

　　　　　　　　　　　図３－１　問３ ．（１）現地子会社の輸出額の区分（％）
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　国内から現地子会社への輸出額の見通しをみてみると，中問財の減少を予想する企業が多いの

に対して，資本財の輸出は変化しないと見る企業が相対的に多い。また，最終消費財の見通しに

ついては，見方が分かれる。業種別にみると ，中問財の輸出額減少の見通しは，電気機械と輸送

用機械で多いが，電気機械の場合には，「増加」と答えた企業もかなりあり ，企業によっ てかな

り見通しが異なるのに対して，輸送用機械では，「かなり減少」と答えた企業が多か った。資本

財の輸出額見通しについては，電気機械では「変化なし」が多いが，輸送用機械では，「かなり

減少する」と見ている企業もある 。（図３ －２（１×２）参照）

　海外生産計画と中間財輸出の見通しでは，全体として海外生産を推進する企業において中問財

輸出は減少すると答えている企業の割合の方が高いところから，海外生産の推進によっ て， 中間

財輸出は，あまり拡大しないものと推測される。その一方で，現地調達比率を高めようとする企

業ほと中問財輸出が減少すると答える企業の割合が高く ，海外生産の拡大による中問財の調達は ，

国内からの輸出より現地調達によっ てなされる可能性が高いと思われる。資本財の輸出見通しと

海外生産計画でも中問財と同様な傾向を持つが，「変化なし」の回答が多く関連はやや薄い。ま

た現地調達比率との関連性も薄い。（図３－３及び図３ －４参照）

　次に，在米現地子会社への輸出額をみてみると ，最終消費財を「主に輸出」している企業が多

く， 次に中間財を「主に輸出」している企業が続き ，資本財を「主に輸出」している企業は少な

い。 これらの結果は，対全世界の現地子会社への輸出と同様な傾向だが，中間財の輸出が１０％以

下であると回答した企業の割合が９０％以上に及びかなり多い点が異なり ，また対全世界よりも中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１５）
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問財の輸出比率は低い 。

　国内から米現地子会社への輸出額の見通しをみると ，中問財及び最終消費財の減少を予想する

企業が多いのに対して，資本財の輸出は変化しないと見る企業が相対的に多い。最終消費財の見

通しについては，見方が分かれている。（図３－５参照）中問財の輸出額減少の見通しを業種別に

みると ，特に，輸送用機械で「かなり減少する」と見ている企業が多いことが特徴的である。ま

た， 資本財の輸出額見通しを業種別にみると，電気機械では「変化なし」が多いが，中には「増

加する」とみる企業もある。輸送用機械では，減少すると見る企業が圧倒的である 。

　現地子会社から国内への輸入額も同様に，最終財，中間財，資本財に区分してみてみると ，最

終消費財の輸入が９０％を超えると回答した企業の数が多く ，中問財，資本財の輸入については ，

１０％以下であると回答した企業が多く ，平均では最終消費財が圧倒的に多いことがわかる 。（図

３－ ６参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１６）
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　現地子会社から国内への輸入額の見通しをみると ，中間財及び最終消費財の輸入額増加を予想

する企業が多い。それに対して資本財の輸入は変化しないと見る企業が圧倒的である 。（図３
－７

参照）業種別にみると ，中問財，最終消費財ともに大きな輸入額増加の見通しを持つ主な業種は ，

電気機械と輸送用機械であり ，特に輸送用機械では，最終消費財の輸入が「かなり増加する」と

みている企業の割合がもっとも高いのが特徴的である 。（図３－ ８及び図３ －９参照）また，海外生

産計画と中問財輸入及び最終消費財の輸入の見通しには関連があり ，海外生産を強く推進しよう

とする企業ほど中間財，消費財の輸入を増加させる見通しを持っていることがわかる 。（図３
－！０

及び図３－１１参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１７）
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　また米現地子会社から国内への輸入額の見通しをみると ，中問財，最終消費財については，輸

入拡大を予想する企業が多いが，対全世界の場合と比べてｒ変化なし」と回答した企業が多く ，

米国子会社からの輸入増加は，対全世界の現地子会社からの輸入と比べて相対的に小さいと推測

される。また，資本財の輸入については，「変化なし」と回答した企業が圧倒的で，どの財の輸

入についても特に業種による差異は特に見られなかった。（図３－１２参照）

（２１８）
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　輸出総額の見通しについては，中問財及び最終消費財の輸出額減少を予想する企業は相対的に

多いのに対して資本財の輸出額は変化しないと見る企業が多い。（図４ －１及び図４ －２参照）
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合が高く ，資本財の輸入割合はかなり小さい 。

　輸入総額の見通しでは，中問財及び最終消費財の輸入額増加を予想する企業は相対的に多く ，

資本財の輸入額は変化しないと見る企業が圧倒的に多い。業種別にみてみると，電気機械，輸送

用機械で中間財の輸入増加を予測する企業の割合が特に大きいが，最終消費財の輸入については ，

電気機械で「変化しない」と回答した企業と「増加」すると回答した企業に二分されているのが

特徴的である 。（図４ －３から図４ －５参照）

　対米輸出額を財区分してみると，中問財と最終消費財の輸出割合が高く ，両財の割合はほぼ同

じであるが，資本財の輸出割合は低い。これは対全世界の輸出と同じ傾向であるが，中問財，最

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２２）
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終消費財については，９０％以上と回答した企業の割合が，対全世界よりも大きい 。

　対米輸出総額の見通しでは，中問財及び最終消費財の対米輸出額減少を予想する企業は相対的

に多い。これに対して，資本財の対米輸出額は変化しないと見る企業が多い。（図４ －６参照）業

種別ににてみると，電気機械の中問財対米輸出額の見通しでは，「変化なし」とみる企業と「減

少」とみる企業と二分されるが，最終消費財対米輸出額の見通しでは，「増加」とみる企業も多

いことが分かる。また，輸送用機械の最終消費財対米輸出額の見通しでは，全ての企業が減少す

ると回答している 。（図４ －７及び図４ －８参照）

　対米輸入額では，中間財の輸入割合が高く ，次に最終消費財の輸入割合が高い。対全世界の輸

入の場合より最終消費財の輸入割合は高く ，中間財の輸入割合は低い。また，対米輸入総額の見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２３）
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図４－５　最終消費財の輸入見通し ：業種別分析
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通しでは，「変化なし」とみる企業が多い。（図４ －９参照）業種別でみると ，電気機械の中問財対

米輸入額の見通しが，ｒ変化しない」と見る企業とｒ増加する」と見る企業に二分されるが，最

終消費財の対米輸入額の見通しでは，ｒ変化しない」が圧倒的である。これに対して，輸送用機

械の中問財対米輸入額の見通しでは，ｒ増加する」とみる企業が圧倒的であるが，最終消費財の

対米輸入額の見通しでは，ｒ変化しない」と見る企業とｒ増加する」とみる企業に二分される
。

（図４ －１０及び図４ －１１参照）
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図４－７　中問財の対米輸出見通し １業種別分析
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一ヒ

Ｊ令もも月貝貝讐只竈口，，，当Ｊ　＝、 Ｊ　：、
“へ　ざ令　コ　　　局　　６　１立洲品 ・たはこ

Ｊ令今も月月只讐只｝蟹，８，当Ｊ　７Ｊ　箏■も　ざも　“　　　る　　局　　２じ帷

Ｊもも今貫月月’＾竈艘，，８どＪ　コＪ　＝
・

■も　ざも　讐　　　る　　局　３砥 ・パルプ

Ｊ争争令月月貫口＾ロロ，，８｛Ｊ　コＪ　コ■へ　ざ今　“　　　る　　＆　　４化挙

讐
ｓ
ｕ
薫
匹 ｏ

Ｊ、ヘヘ月日月’竈賞口１１１
当Ｊ　－Ｊ　，
“も婁念養
　６竈饒 ・土石

Ｊ奇争令８月日尽＾＾竈，，，
どＪ　｝Ｊ　一臼へ　讐令　ざ　　　局　　６　１０岨〕帖

き含貴ヨ§５§
当Ｊ　箏Ｊ　コ
■糸養も養
　　７獄竈

；倉貴婁曇暑ヨ
ーＪ　　ずＪ　　“

Ｈ養へ養　　８非殊金■

王二［二

…婁婁婁５曇５

き婁婁婁曇ヨ５
・】ｌＪ　　：＝、 Ｊ　　箏

Ｈボ童

；婁婁貴§§５
どＪ　：・Ｊ
“含　讐も　　　＆

一Ｊ　　＝、Ｊ日へ 　“令
　　　５　１２怜送用い帖

９金口聰昌

ｌｌ■気Ｏ帖

コ
讐
昌

ず
讐
負

Ｊぞ、争争口ロロ
ご竈＾艘８，，当Ｊ　，Ｊ　：、
■へ星も§　　１３旧竈８帖

Ｊへ令争月月貝讐艘纂幕，，，当Ｊ　　箏Ｊ　　，
■も　～令　讐　　　局　　負　１５艮材 ・木収品

Ｊ念へも８８月ざ艘艘”，８，｛Ｊ　　コＪ　　箏
■も　ざ含　讐　　　＆　　　る　　１９コム饒品

Ｊももへ口＾口讐浸竈寝，，，どＪ　　－Ｊ　　“
■令　尽も　讐　２０そ魂雌６

（２２５）



１３０ 立命館経済学（第４３巻 ・第２号）

図４－９　問４ ．（１ゆ ・（旧 ・（１ｄ対米輸入額の見通し

６５

６０

５５

５０

４５

４０

３５

３０

２５

２０

１５

１０

５

Ｏ

変化なし　　　　減少　　　　少し増加　　　かなり増加
　　　少し域少　　　かなり減少　　　　増加

醐中間財
醐資本財
皿ｍ＾終消費財

図４－１０　中問財の対米輸入見通し ：業種別分析
１■

１２

■

４

０

Ｊ令今令月月月“艘竈艘～，，昌Ｊ　　７Ｊ　　箏
“も　　“へ　　“
　　　＆　　　局　１£料品 ・たほこ

Ｊ令争も貝８月ざ艘艘口，，～当Ｊ　　コＪ　　コ
■令　　ざ令　　讐
　　　局　　　｛
　　２■篶

妻蔓 一
ぎ婁婁婁暮５５
｛Ｊ　　箏Ｊ　　３
■へ 　養も 　養

　３砥 ・バルプ

Ｊも奇令日貫日讐竈＾’，，，当Ｊ　　コＪ　　“
■へ　　ざへ　　ざ
　　 ４虐挙 　＆

１■

Ｉ２

■

４

０

５
ｓ
１、．

罵１１
竈１

Ｊ念今、日ａ月ざ竈｝８９，～
着ぎ　３Ｊ 　コ　　　養へ 　養
　６、饒 ’土石

Ｊ念令令目目月讐＾賞竈讐，９どＪ　　コＪ　　７
■含 　コヘ 　§
　　 １０ 鮎“

Ｊももも口月８’竈口蟹，，８
養ぎ　コＪ 　ｏ　　　婁も 　き
　　７祭口

ま婁轟婁曇５５
昌Ｊ　　－Ｊ　　コ
“含 　婁も 　養
　　８箏鰍金Ｏ

．）　ぞ、　く、　｛、　口　倶　目

讐｝纂寝，，，当Ｊ　　コＪ　　：；、
■へ 　婁令 　雲
　　１１８気８伽

一） 　令　ぐ、　争、　口　日　口

讐篶＾竈８８口どＪ　　コＪ　　コ
■へ　　■、　　ざ
　　　６　　　６　１２００忠用．■い

Ｊ、令令８■口讐竈竈８’８１とＪ　　コＪ　　コ
い、姦三 養

言婁婁婁５５；
当Ｊ　　ずＪ　　コ
ロ念 　婁令 　雲
　　１３柵む■い

１■

１２

■

４

０

き薫套婁曇ヨ曇
当Ｊ　　コＪ　　コ
■も 　養も 　養
　１５８伽 ・木８凸

き責婁婁昌曇；
｛Ｊ　　ａ　Ｊ　　コ
“含　　讐令　　讐
　　　る　　　＆　　１９コム“凸

Ｊ含令も＾日口“鶉寡艘，～，どＪ　　コＪ　　箏
■念 　さも 　き
　２０モの他リむ

（２２６）



アンケート調査にみる日本企業の海外直接投資動向といくつかの特徴（本田 ・森川）　　　　１３１

　　　　　図４－１１最終消費財の対米輸入見通し ：業種別分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．＿。血
　　…　幸三三

　　　　　　　 一＿…コ　　ー ｒ　　　ｒ→二１二仁二二二
　　二二に　　　　二二二＿　　　一可一　　　＿一　＿　　　　　　　　　　　　＿

一化せｆ　　む少　　　い加　　　　　　聰化セｆ　　１少　　　心山　　　　　　凹ヒせｆ　　”少　　　ｎｏ　　　　　　■化せｆ　　む少　　　・■一
　少し氾少　少し旧日か以リｏ回　　　　少し■少　少しｏ聰かなりｎ加　　　　少し■少　少しｎ加かなリｎ■　　　　少し“少　少しＩ■加かはりＩ■■
　　１£料品　たほこ　　　　　　　　　　２饒泄　　　　　　　　　　　　３恨 ’パルプ　　　　　　　　　　　４化学

む　 ・

Ｓ　肚狐篶し棚州ｍ趾慨しむ兆し榊・舳砒狐地し洲舳一化狐戸～槻１ｍ　　　　　６竈薫 ・土石　　　　　　　　　　７秩竈　　　　　　　　　　　８非朕金ほ　　　　　　　　　　９金Ｏ蟹昆１，
粛１　　　　　　　　　 一　　　 ＿　　　二
日１

■化芭ｆ　　＾少　　　ｏ加　　　　　　コ化セｆ　　む少　　　１０血　　　　　　口化セｆ　　＾少　　　り血　　　　　　コ化セｆ　　＾少　　　ｎ山

　少、しむ少、　４’し，■加カ、なりＩ■加　　　　　少、し氾少　　少’しＩ■加　かなり，○血　　　　　少し汕少’　４’し，■山かなリ，○工■　　　　　少’しむ少’　少しＩ○加か”リ，○ハ　　１０　胆“帖　　　　　　　　　　　１１■気“篶　　　　　　　　　　１２０‘退用“械　　　　　　　　　　１３柵富ｕ旧

■化セ７　　”少　　　い加　　　　　　コ化セｆ　　竈少　　　ｎむ　　　　　　■化セｆ　　氾少　　　”む
　少し竈少　少しＩ■ｏかなりｏ山　　　　少し竈少　少し１■カかなり｝旭　　　　少しむ少　少しｎ８かなり８０
　　１５口材 ・木讐品　　　　　　　　　１９コム蟹品　　　　　　　　　２０その他以竈

　（５）海外進出地域の動向と海外移転可能な機能

　海外進出地域は，米国（第１位），ＡＳＥＡＮ ・アジアＮＩＥＳ ・西欧（第２位グルーフ），中南米 ・

中国 ・カナダ ・オセアニア（第３位グループ）に大別される。また，地域別の子会社数では，どの

地域でも１社から５社が圧倒的であるが，米国と西欧地域では，多数の子会社を持つ企業も多い 。

（図５－１参照）

図５－１　問５ ．（１）海外進出地域
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　海外移転可能な機能は，生産機能，販売機能，製品開発機能，商品企画機能，人事機能の順番

であり ，人事機能は本社に残すと答えた企業が多い。これを海外生産計画との関係でみてみると ，

海外生産計画を拡大する場合も人事機能は本杜に残す企業が圧倒的で，「海外生産を抜本的に拡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２７）



　１３２　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４３巻 ・第２号）

大する」と回答した企業でさえｒ移転しない」と回答した企業の方が多い。商品企画についても ，

海外生産計画の推進の強さにかかわらず，「移転しない」と回答した企業の割合が高い。これに

対し，製品開発では，海外生産を強く推進する企業では，移転を考えている企業が半数に及ぶ 。

（図５ －２参照）

図５－２　問５ ．（２）海外に移転可能な機能
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図５－３　生産の移転の程度
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　海外移転のうち生産機能に関わ って，生産移転の見通しの程度については，総需要のうち「輸

出の１／３」が一番多く ，ついで「輸出十国内需要の１／３」，そして「輸出の１／２」の順位であ った 。

したがって長期的にみた場合，産業の空洞化の可能性も否定できない。（図５－３参照）業種別に

みてみると，総需要の大部分を移転可能と考えているのは，電気機械の一部である。その他の産

業では，輸出額の一部を移転可能と答えた企業が多い。また，電気機械では，国内需要の一部ま

で移転可能と回答している企業と ，輸出額の一部のみの移転にとどめる企業とに二分されている

のが特徴的である 。（図５－ ４参照）
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　　　　　　　図５－４　生産の移転の程度 ：様種別分析
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　１９８５年以降で撤退を経験したことがある企業は２９ ．２％，今後の撤退の可能性（検討中も含んで）

ありと回答した企業は２５ ．８％であ った。国 ・地域別分析では，米国，西欧，アジアＮＩＥＳの順

位で「撤退の可能性あり」と回答した企業数が多く ，撤退を考える理由については，利益率の低

さ， 市場拡大の見込がないこと ，人件費の高さの順で回答が多か った 。

　撤退の可能性のある国 ・地域で，アメリカ ，アジアＮＩＥＳ，西欧地域に進出していると答えた

企業のうちで，将来当該地域から撤退の可能性ありと答えた企業の割合を計算すると表３のよう

になり ，アメリカ，西欧地域での撤退の可能性は，アジアＮＩＥＳ地域での撤退の可能性よりも

１０％程度局いことが分かる 。

　海外生産計画との関係では，海外生産を強く推進する企業の中では，「輸出十国内需要の１／３程

度」の移転を考える企業が最も多く ，一定程度の海外生産を推進する企業の中では，「輸出の１／３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２９）
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程度」の移転を考えている企業が最も多かった。（図５－ ９及び図５－１０参照）

　　　　　　　　　　　図５－６　海外進出優先地域（第一順位） ：業種別分析
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　今後海外進出を優先する地域は，中国，ＡＳＥＡＮ，米国 ・アジアＮＩＥＳの順位であ った。この

ことから，１９８０年代と比べて，米国への進出意欲は相対的に低下していると思われる。それにか

わっ てアジア，特に中国への進出を優先する企業が多い。このような傾向は，ほぼどの業種にお

いても見受けられる。また，中国への進出は，海外生産推進意欲の強さに関わらず，「優先する」

と回答した企業の割合がもっとも高かった。また，進出の理由については，進出地域の経済成長

率， 進出地域の人件費が圧倒的であり ，これは，進出を優先する地域がアジアであることと密接

に関連している 。（図５－５から図５－７参照）

（２３０）
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　　　　　　　　　表３　撤退の可能性のある国 ・地域

当地域撤退の 当地域撤退の
可能性なし 可能性あり 合計

アメリカ進出 １７ １２ ２９

企業 ５８ ．６２％ ４１ ．３８％

アジアＮＩＥＳ １６ ７ ２３

進出企業 ６９ ．５７％ ３０ ．４３％

西欧 １３ １０ ２３

進出企業 ５６ ．５２％ ４３ ．４８％

１３５

注）表の上段は件数，下段は％ 。

（６）経済統合への対応

ＥＣ統合への対応としての現地進出についてみると ，「強く推進」と回答した企業は，わずか

　　　　　　　　　　　図６－１　ＥＣ統合化に対する現地進出 ：業種別分析
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１６％であるのに対して，「一定推進」２３４％，「進出完了」３２３％，「予定なし」３６３％であり ，

今後のＥＣ統合化に対応する現地進出意欲はそれほど高くないと考えられる。これを業種別にみ

てみると ，電気機械，　般機械などで「一定推進」と回答した企業がある程度見られる。また ，

海外生産の推進の強さとの関係では，「抜本的拡大」と回答した企業においてのみＥＣ統合に対

応する進出を推進する割合がもっとも大きかった。（図６ －１及び図６－２参照）

　ＮＡＦＴＡ地域への現地進出についても ，「強く推進」と回答した企業は，わずか０ ．８％である

のに対して，「一定推進」１７ ．６％，「進出完了」４１ ．６％，「予定なし」３５．２％であり ，今後の

ＮＡＦＴＡ統合化に対応する現地進出意欲もそれほど高くないと考えられる。これを業種別にみ

てみると，電気機械，　般機械なとで「一定推進」と回答した企業がある程度見られる 。

　なお，ＮＡＦＴＡ地域内の進出優先国は，米国，メキシコの順位で，カナタを優先すると回答

した企業はわずかであ った。また，海外生産の推進の強さとの関係では，ｒ抜本的拡大」と回答

した企業においてのみＮＡＦＴＡ統合に対応する進出を推進する割合がもっとも大きかった 。

４． アンケート調査結果の若干の特徴

　アンケート調査結果については今後さらに検討を加えていく必要があるが，現段階でアンケー

ト調査目的と関連して，調査結果から読み取れる若干の特徴を示し本稿のまとめとしたい 。

　（１）多くの企業が今後１ドル＝１００円を突破し，さらに円高（１ドル＝９５円）になると予想 ，

１ドル＝１００円になるとほとんどの企業の輸出が採算割れとなる。この時企業は，コスト切り下

げ努力，国内販売強化，高付加価値商品への生産シフトなど従来の対応策の継続を第一義的に考

えている 。

　１ドル：１００円突破が，製造業全体の海外生産を「抜本的」に促進するとはいいがたい。基調

的に海外生産は拡大の方向に向かうが，その中でも「積極派」と「虞重派」に二分されることに

なると思われる。但し特に電気機械の一部においては，「抜本的」に海外生産が拡大する可能性

がある 。

　プラザ合意以降の日本の海外直接投資拡大は，米国市場のシェア維持を目的とした「円高対応

型対米投資」であ ったが，これからの海外直接投資拡大は，地域的にはアジア中心となり ，その

促進要因も市場の高成長など為替レート以外の様々な要因が考えられる 。「１ドル＝１００円時代」

が海外生産の一定拡大に結びつくことはほぼ明らかであるが，円高だけで海外生産の抜本的拡大

がもたらされるとは必ずしも言えない 。

　（２）直接投資拡大にともなう輸出促進効果は，一般的に中問財及び資本財の輸出によっ てもた

らされる。今後，資本財の輸出促進効果は余り変化しないが，中問財の現地調達率上昇によっ て

中間財の輸出促進効果が大きく低下するので，その結果全体として輸出促進効果はある程度低下

すると予想される。一方，輸出代替効果が進展し，日本企業の最終消費財輸出は徐々に減少する

と思われる。またｒ長期的には，国内需要の１／３ほどは，海外生産でまかなうという企業」が多

いので，逆輸入効果が将来的に強くなる可能性がある。しかし当面は，輸出促進効果の低下が現

れる段階を迎えつつある言える。したがって，今後貿易不均衡の拡大には「歯止め」がかかり ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２３２）
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縮小傾向に転ずると予想される 。

　（３）海外生産計画を拡大する場合，長期的には人事機能以外，海外に移転することは可能と考

える企業が多い。さらに，生産の移転の程度については，「輸出の１／３」，「輸出十国内需要の１／３」 ，

「輸出の１／２」という順位で移転可能と考えており ，他の条件を一定とした場合，長期的に産業の

空洞化が発生する可能性は否定できない 。

　（４）今後の海外進出優先地域は，中国，ＡＳＥＡＮ，米国，アジアＮＩＥＳの順位であり ，米国へ

の進出意欲の低下は，特筆すべきである。米国進出意欲の低下は，利益率の低さ，市場拡大の見

込みの困難性，人件費の高さなど考えられる。撤退の可能性ありと回答した企業数が一番多い企

業も米国であり ，米国での現地生産の難しさを示している 。

　（５）ＥＣやＮＡＦＴＡなどの地域統合化と当該地域への日本の直接投資拡大は，あまり関連し

ない。しかし，前述したように日本の直接投資がますますアジアヘ向かうことは確実であり ，そ

れがアジア経済地域統合という大きな流れを促進することになるのではないかという点に今後注

目していく必要がある 。

　以上が本調査のまとめであるが，今後は，今回の定性的分析の成果を基礎に，定量的分析につ

いても本格的に展開していくことが課題となる 。

（注）なお，この研究調査は電力中央研究所から『中期経済杜会展望』プロジェクトの推進のため，「海

　　外直接投資の動向調査」をテーマとして委託を受けたものである。委託調査結果の全容については ，

　　文献［７１を参照のこと 。この委託調査研究の機会をつくっ て下さっ た本学部稲葉和夫教授及び「ア

　　ンケート調査」をするうえでいろいろと便宜をはかって戴いた本学前学部長坂野光俊教授に心より御

　　礼申し上げる次第である。また調査に際しては，電力中央研究所の上記のプロジェクトの服部恒明上

　　席研究主幹，加藤久和主査研究員，岩野優子担当研究員，若林雅代研究員のプロジェクト ・メンバ ー

　　各氏と適宜，綿密な検討を行ったことを記し，感謝の意を表したい 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献

［１１「１９９２年度海外投資アンケート調査結果報告」『海外投資研究所報』 ，日本輸出入銀行，１９９３年１月 。

［２１「日米問の資本財 ・中間財をめぐる相互依存関係」ＮＩＲＡ，１９９３年２月 。

［３１「第２２回わが国企業の海外事業活動」通商産業省，１９９３年 。

［４１「日本と世界を変える海外直接投資」経済企画庁，１９９１年 。

［５１「わが国経済の国際化に関する調査」『平成５年版通商白書』 ，１９９３年 。

［６１「日本企業のグローバル戦略」三菱総合研究所，ダイヤモンド社，１９９２年 。

［７１「日本企業の海外直接投資の動向に関するアンケート調査」，電力中央研究所委託研究報告，平成６

　　年７月 。

（２３３）



１３８ 立命館経済学（第４３巻 ・第２号）

「８本企８の竈外■讐讐■のｏ向」

　　に口するアンケート■１１１

　　１９９３隼１０月３０日

立命館夫学経済学部

◆アンケート記入上のお噴い

　１）回答はすべてアンケート用紙に直接ご記入下さい 。

　２）回答は、具体的数値や文を記述して頂くものと選択肢の中から該当するもの

　　　を選択して頂くという２つの形態をとっ ています。後者については、特に指示

　　　がない限り該当する番号にＯをつけて下さい 。

◆アンケートの記入方法やその他に閲して、ご不容の点や疑問 ・質問がございました

　ら、下記までお問い合わせ下さい 。

　　尚大変肋手ではございますが、＾計作菜の都合上１１月３０日までに、同封の返信用

　封簡にてご返送下さいますようにお順い申し上げます 。

◆この引査示の取扱いについては　万全を期し　秘密を岐守します。また

　　内容は、研究以外の目的に使用されることはありませ仙

お答えの

◆お問い合わせ先：立命館大学経済学部本田研究室

　　　　　　　　　ＴＥＬ（０７５）４６５－１１１１（内繍　３４２５）

　　　　　　　　または、立命館大学経済学部事務長まで

　　　　　　　　　ＴＥＬ　（０７５）４６５－８１７８

　　　　　　　　　ＦＡＸ　（０７５）４６５ －８１７９

問１ ．■社の倶要をこ記入下さい。（１９９２隼度実む） １１３　■社の鴛竈を以下の中から１つ邊ぴ
， その香号に○をつけて下さい

（１） 資本金 約（ ）ｃ円

（２） 国内売上高 約（ ）仁円

（３） 海外現地子会祉売上高 約（ ）僚円

（４〕 饒出碩 約（ ）億円

（５） うち対米讐出頷 約（ ）億円

（６） 讐入碩 約（ ）竈円

（７） うち対米輪入碩 約（ ）億円

（８） 国内の従菜只致 約（ ）人

（９） 海外現地子会社総数 約（ ）社

（１０）

うち商社侵能を持つ子会社数 約（ ）社

（１１）

アメリカ現地子会社敏 約（ ）社

（１２）

うち商祉桧能を持つ子会社致 約（ ）社

１． 食科品 ・たばこ

４． 化学

７． 鉄竈

１０．一般侵器

１３．柵密侵器

１６、家具

１９．ゴム狸品

２． 幻維

５． 石油 ・万炭黎品

８． 非鉄金石

１１．竈気侵器

３． 級・ パルブ

６． 窯簑 ・土石製品

９． 金ｏ製品

１２．輪送用役器

１４．衣服 ・見の回り品　　　１５

１７．印刷 ・出版

２０．その他の製造簑

梨材 ・木製品

１８．皮章 ・皮草製品

問２

　ｌｌ）

為替レートの変動に対する■祉の対応についてお答え下さい 。

１ドル＝１００円時代は定着すると恩いますか 。

１．　定讐する ２．一時的で定着しない ３． わからない

１２〕１９９３年度末に、為替レートは１ドルいくらになると予想されますか 。

ホ実割値の記入は、暦年ぺ一スでも柵いません 。

１． 約１２０円

５． 約１００円

２． 約１１５円

６． 約９５円

３． 約１１０円

７． 約９０円

４． 約１０５円

８． その他（　　　）円

一１一 一２一

（２３４）



アンケート調査にみる日本企業の海外直接投資動向といくつかの特徴（本田 ・森川） １３９

１３ｊ１９９５年度（３年後）の平均為替レートは１ドルいくらと予想されますか 。

１． 約１２０円

５． 約１００円

９．　約８０円

２、 約１１５円　　３ ．約１１０円　　４ ．約１０５円

６．　約９５円　　　７ ．　約９０円　　　８ ．　約８５円

１０、約７５円　　１１．約７０円　　１２．その他（　　　）円

（６〕　１ドル＝１００円が定讐した場合、ｉ社はどの様な対応策をとりますか 。

　以下の対応策それぞれについてお答え下さい 。

　１）貴社のコスト切り下げについて

川　現在の賃社の輸出採鴛レートは１ドルいくらですか 。

約１２０円

約１００円

２． 約１１５円　　３ ．約１１０円　　４ ．約１０５円

６． 約９５円　　７ ．約９０円　　８ ．その他（　　　）円

１． 抜本的 コスト切り下げの努力を行う 。

２． 相当のコスト切り下げの努力を行う 。

３、一定のコスト切り下げの努カを行う 。

４． コスト切り下げの雰力には限界があり 、できない コ

５． そけ他／具体的に

２）国内販売の強化について

１５／他の条件が変化せず為替レートのみ１ドル＝１００円となり 、それが定着したと

　　仮定した場合、貴社の輸出額及ぴ輸入額は定着後１年間でどの程度変化する思

　　われますか。１９９２隼度の輸出額実罰及ぴ輸入頷実績（いずれも円建て 、以下同

　　様）をもとにお答え下さい 。

［輸出額１

［輸入額１

１．

２，

３．

４．

５．

むしろ増加する

ほとんど変化しない

少し漬少する（１％以上一５％未楕）

減少する（５％以上 一１０％未清）

かなり減少する（１０％以上）

１．

２．

３，

４．

５．

むしろ拭少する

ほとんど変化しない

少し増加する（１％以上一５％未膚）

増加する（５％以上 一１０％未清）

かなり増加する（１０％以上）

１． 国内販売体制を抜本的に強化する 。

２． 国内販売体制を相当強化する 。

３． 国内販売体制を一定強化する 。

４． 国内販売体制は現行のままでいく 。

５． その他（具体的に

３）高付加価値商品への生産シフトについて

１． 抜本的に高付加価値商品に生産をシフトし、付加価値の低い商品の生

　　産は、基本的に海外生産にシフトする 。

２． 国内での生産は相当高付加価値商品にシフトするが、低付加価値商品

　　の生産も国内で一定行う 。

３． 国内での生産は一定高付加価値商品にシフトするが、低付加価値商品

　　の国内生産も相当残る 。

４、 高付加価値商品への生産シフトは困纂である 。

５、 その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

一３一 一４一

４）円建て比率の向上について ７）■社のその他の対応鴛がありましたら具体的に記入して下さい 。

［筍出１ １． 円建て比率を抜本的に引き上げる 。

２． 円建て比率を相当に引き上げる 。

３． 円建て比率を一定引き上げる 。

４． 円建て比率は現行のまま 。

１． 円建て比率を抜本的に引き上げる 。

２． 円建て比率を相当に引き上げる 。

３． 円建て比率を一定引き上げる 。

４． 円建て比率は現行のまま 。

その他の対応策（

崎入］

問３　ｉ祉と海外子会社との現在の貿易取引及び今後の見遍しについてお答え下さい 。

　　　但し 、今後の見通しについては、予患為替レートを１ドル＝１００円とし 、問２

　　　１６で示された村応策を実施したと想定して下さい。また 、以下の１５ト１８い１ト

　　　ー１５；についでは、米国現地子会社をもつ企業のみご回答下さい 。

１１ｒ 国内から現地子会杜への輸出額の１９９２年度実割額を下記目的に区分すると ・そ

　　れぞれ何％になるか、合計がｌＯＯ％になるようにお答え下さい 。

５）海外現地生産の拡大

１． 抜本的に海外生産を拡大する 。

２． 相当の海外生産拡大を行う 。

３．一定の梅外生産拡大を行う 。

４． これ以上の海外生産拡大は行わない 。

５． その他（具体的に

海外子会社の現地生産に使用する原材料 ・部品等（中問財）

海外子会社の現地生産に必要な装竈及ぴ設情等（資本財）

海外子会社による一岐消費者むけ販売商品（最終消費財）

　　　　　　　　　　　　その他

合計

）％

）％

）％

）％

１００　％

（２〕国内から現地子会社への原材料及ぴ部品等（中問財）の輸出碩見遍し

６）現地詞違率について

１，

２，

３．

４．

５．

海外子会社の現地詞達率を抜本的に高める 。

海外子会社の現地詞違率を相当高める 。

海外子会社の現地詞違率を一定高める 。

海外子会社の現地調違率は現行のままでいく 。

その他（具体的に

１． ほとんど変化しない

２． 少し拭少する／１％以上一５％未清）

３． 漬少する（５％以上 一１０％未清）

４． かなり減少する（１Ｏ％以上）

５． 少し増加する（１％以上一５％未清）

６． 増加する（５％以上 一１０％未清）

７． かなり増加する１１０％以上）

一５一 一６一

（２３５）



１４０ 立命館経済学（第４３巻 ・第２号）

（３）国内から現地子会社への装に及ぴ設伽等（資本財）の饒出臼見遍し （６）国内から米現地子会社への原材料 ・部品等（中”財）の饒出頷見遍し

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

ほとんど変化しない

少し漬少する（１％以上一５％未桁）

減少する（５％以上 一１０％未精）

かなり漬少する（１０％以上）

少し増加する（１％以上一５％刺命）

増加する（５％以上 一１０％未清）

かなり増加する（１０％以上）

１． ほとんど変化しない

２。 少し漬少する（１％以上一５％未洞）

３． 城少する（５％以上一１０％未清）

４． かなり漬少する（１０％以上）

５． 少し則加する（１％以上一５％未泊）

６、 珊加する（５％以上一１０％未清）

７． かなり珊加する（１０％以上）

川　海外子会社による一般消讐者むけ阪売商品（吸終消費財）の輪出碩見通し １７）国内から米現地子会社への装Ｏ及ぴ設愉等（資本財）の讐出碩見遍し

１． ほとんど変化しない

２． 少し疵少する（１％以上一５％未椚）

３． 漬少する（５％以上 一１０％未精）

４． かなりだ少する（１０％以上）

５． 少し地加する（１％以上一５％未清）

６． 均加する（５％以上一１０％未清）

７． かなり増加する（１０％以上）

１． ほとんど変化しない

２。 少し漬少する（１％以上 一５％未１［）

３． 漬少する（５％以上 一１０％未１０）

４． かなり漬少する（１０％以上）

５． 少し軸加する（１％以上一５％未清）

６． 坦加する（５％以上 一１０％未１竈）

７． かなり軸加する（１０％以上）

１５〕国内からアメリカ現地子会社への輸出碩の１９９２年度実む額を、下記目的に区分

　　すると 、それぞれ何％になるか、合計が１００％になるようにお答え下さい 。

ｔ８〕国内から米現地子会社への販売目的の繭品（＾終滴賓財）の篶出碩見遍し

米現地子会社の現地生産に使用する原材科・部品等（中”財）

米現地子会社の現地生産に必要な装置及ぴ設伽等（資本財）

米現地子会社による一般消賓者むけ販売商品（＾終消ヨ財）

　　　　　　　　　　　　その他

合計

）％

）％

）％

）％

１００　％

１． ほとんど変化しない

２． 少し漬少する（１％以上一５％未清）

３． だ少する（５％以上 一１０％未洞）

４． かなりだ少する（１０％以上）

５． 少し幻加する（１％以上一５％未清）

６、 増加する（５％以上 一１０％未１合）

７． かなり軸加する（１０％以上）

一７一 一８一

１９〕現地子会社カら国内への輪入碩の１９９２年度集竈碩を　下記目的に区分すると

　　それぞれ何％になるか、合計が１００％になるようにお答え下さい 。

ｌ１２　現地子会社からの国内販売目的の商品（１終消費財）の讐入碩見遍し

国内生産に使用される原材料 ・部品等（中問財）

国内生産に必要な装置及ぴ設情等（資本財）

一椴消費者むけ販売商品（量終消賓財）

　　　　　　　　　その他

合計

）％

）％

）％

）％

１００　　％

１、 ほとんど変化しない

２一 少し漬少する（１％以上一５％未泊）

３． だ少する（５％以上 一１０％未清）

４一 かなり拭少する（１０％以上）

５． 少し増加する（１％以上一５％未清）

６． 増加する（５％以上一１０％未湖

７． かなり増加する（１０％以上）

ｍ　現地子会社から国内への原材料 ・部品等（中間財）の輪入碩見通し ｌ１３　米現地子会社から国内への原材科 ・部品等（中問財）の輪入頷見通し

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

ほとんど変化しない

少し泣少するｆ１％以上一５％未清）

漬少する（５％以上 一１０％未泊）

かなり減少する（１０％以上）

少し増加する（１％以上山５％未清）

増加する（５％以上 一１０％未桁）

かなり増加する（１０％以上）

１． ほとんど変化しない

２． 少し漬少する（１％以上 一５％未１０）

３． 漬少する（５％以上 一１０％未１臼）

４． かなりだ少する（１０％以上）

５． 少し増加する（１％以上一５％未１臼）

６． 増加する（５％以上一１０％未清）

７． かなり柏加する（１０％以上）

ｌ１ｌ〕現地子会社から国内への装Ｏ及ぴ設怜等（資本財）の輪入碩見遍し ｌ１４　米現地子会社から国内への装ｏ及ぴ設偏等（資本財）の篶入碩見通し

１．

２．

３．

４．

５．

６．

ほとんど変化しない

少し拭少する（１％以上一５％未清）

減少する（５％以上 一１０％未朽）

かなり破少するｌ１０％以上）

少し増加する（１％以上一５％未清）

増加する（５％以上 一１０％未１肯）

かなり増加する（１０％以上）

１． ほとんど変化しない

２． 少し漬少する（１％以上一５％未椚）

３． 漬少する（５％以上 一１０％未満）

４． かなりだ少する（１０％以上）

５． 少し増加する（１％以上 一５％未洞）

６． 増加する（５％以上 一１０％未清）

７． かなり柏加する（１０％以上）

一ｇ一 一１０一一

（２３６）



アンケート調査にみる日本企業の海外直接投資動向といくつかの特徴（本田 ・森川） １４１

１５）米現地子会社からの国内販売目的の商品（最終消費財）の輪人頷見通し ‘３１装置及ぴ生産設伺等（資本財）の輪出総碩見通し

１．

３，

４．

６．

ほとんど変化しない

少し減少するｕ％以上一５％未清）

減少する１５％以上 一王Ｏ％未清）

かなり減少する／１０％以上ｊ

少し増加するり％以上一５％未衙

増加する 、５％以上 一１０％未満）

かなり増加する １１０％以上ｊ

１． ほとんど変化しない

２． 少し減少するｆ　ｌ％以上一５％未清）

３． 減少する（５％以上 一１０％未清）

４． かなり減少するｆ１０％以上）

５． 少し増加するｆ１％以上一５％未清）

６． 増加する‘５％以上 一１０％未清）

　　かなっ増加する ’１０％以上ｊ

問４　輸出笥入の今後の見通しについてご記入ください，但し、予想為替レートは

　　１卜’ル＝１００円、閤２‘６〕で示された対応策を実施したと想定して下さい ，

’１　貴杜の輪出総額の１９９２年度実績額を 、下言己のような目的に区分し

　　何％になるか、合計がｌ００％になるようにお答下さい 、

それぞれ

４　一般消賓者むけ販売商品の輸出総額見通し

原材科 ・部晶等 ｛中間財〕

装置及び生産設備等ｆ資本馴

一役消寅者むけ販売商品 １最終消費財）

　　　　　　その他

　　　　　％

　　　　　％

■　　 ％

■　　　％

１． ほとんとＩ変化しない

２． 少し減少するｌ１％以上 ～５％未精）

３． 減少するｊ５％以上 一１０％末情）

４． かなり減少するｌ１Ｏ％以上〕

５． 少し増加する ｌ１％以上 一５％未構）

６． 増加する１５％以上 一１０％未満）

７． かなつ増加する‘１Ｏ％以上ｊ

合計 ｌＯＯ　　％

５」 貴杜の輸入総碩の１９９２年度実瓠碩を 、下記のような目的に区分すると

　　れ何％になるか、合計が１ＯＯ％になるようにお答え下さい 、

それぞ

，２

１原材料 ・部品等／中間財）の輪出総額見通し

１．

３，

４．

ほとんど変化しない　　　　　　　　　　　６ ．増加する

少し滅少する（１％以上一５％未清）　　　　　（５％以上 一１０％未構）

減少するｆ５％以上 一１０％未満）　　　　　７ ．かなり増加する

かなり減少する（１０％以上〕　　　　　　　　 ｆ１Ｏ％以上）

少し増加するｌ１％以上一５％未御

原材料 ・部品等て中間財〕

装置及び生産設備等 １資本馴

一股消費者向け販売商品（最終消費財ｊ

　　　　　　その他

％

％

％

％

合計 １００　　％

一１１一 一１２一

１６〕原材料 ・部品等１中聞財）の輪入総碩見通し ホ１ ９１｝１３は、対米貿易取引のある企簑のみご回答下さい 。

１．

３．

４．

５．

６．

ほとんと’変化しない

少し減少する〕％以上一５％未清）

減少する １５％以上一〇％未清）

かなり減少する（１Ｏ％以上）

少し増加するｕ％以上一５％未清）

増加するほ％以上 一１０％未清）

かなり増加するｉ１Ｏ％以上）

９、 貴社の村米輸出額の１９９２年実罰額を　下記の ｛っな目的に区分すると

　　れ何％になるか、合計が１００％になるようお答え下さい 。

それぞ

原材科 ・部品等坤間財）

装置及び生産設筒等 １資本財 「

一岐消費者むけ販売商品（最終消實財〕

　　　　　　その他

％

％

％

％

合計 ｌｏｏ　　％

１７ｒ装置及び生産設備等ｆ資本財）の輸入総頷見通し

ｌＯ１

原材料 ・部品等 １中間財）の村米輸出額見適し

１．

３．

４．

６．

ほとんど変化しない

少し減少する１１％以上～５％未清）

減少するほ％以上 一１０％未清）

かなり減少する／１０％以上）

少し増加する（１％以上 一５％未清）

増加する（５％以上 一１０％未荷）

かなり増加する（１０％以上）

１． ほとんど変化しない
２． 少し減少する‘１％以上 一５％未満）

３．．戌少する ‘５％以上 一１０％未清）

４． かなり減少する １１０％以上）

Ｄ　少し増加する ｌｌ％以上一５％未胤
６． 増加する（５％以上一０％未清〕

’． かなり増加するけ０％以上）

１８〕一般消費者むけ販売商品の輸入総碩見通し

３．

４．

５．

６．

７．

ほとんど変化しない

少し減少する〔％以上一５％未清）

減少する１５％以上 一１０％未清）

かなり 、戊少する（１０％以上）

少し増加する〔％以上一５％未清）

増加する（５％以上 一１０％未清）

かなり増加するｆ１０％以上）

ｌ１ｌｊ装置及ぴ生産設備等 ；資本財ｊの対米輸出碩見通し

１． ほとんど変化しない

２． 少し減少する／１％以上 一５％未清）

３．．戌少する（５％以上 一１０％未満）

４． かなり潰少するで１０％以上）

〕． 少し増加する〔％以上一５％未満〕

６． 増加する（５％以上 一１０％未清）

’． かなり増加するｌ１Ｏ％以上〕

一１３一 一１４一

（２３７）



１４２ 立命館経済学（第４３巻 ・第２号）

１１２　一般消費者むけ販売商品（■終消費財）の対米饒出碩見遍し ｍＳ　装■及ぴ生産設何等（資本財）の対米讐入頷見遍し

１． ほとんど変化しない

２． 少し打少する（１％以上一５％未清）

３． 赦少する（５％以上 一１０％未１０）

４． かなりだ少する（１０％以上）

ｏ． 少し幻加するｕ％以上一５％未清）

６． 榊加する（５％以上 一１０％未清）

７． かなり軸加する（１０％以上）

１． ほとんど変化しない

２． 少し漬少する（１％以上一５％未清）

３． 漬少する（５％以上一１０％未清）

４． かなり漬少する（１Ｏ％以上〕

５． 少し地加する（１％以上一５％未清）

６． 増加する（５％以上一１０％未清）

７． かな、柏加する「１０％以上）

ｌ１３　■社の対米輪入額の１９９２年実讐頷を　下記のよっな目的に区分すると

　　れ何％になるか、合計が１００％になるようお答え下さい 。

それぞ　　　　１１６ 一膿消冒者むけ販売商品（最終消費財）の対米輪入頷見通し

原材料 ・部品等（中問財）

菱■及ぴ生産設伽等（資本財）

一股消費者むけ販売商品岨終消貫財）

　　　　　　その他

合計

）％

）％

）％

）％

１００　　％

１． ほとんど変化しない

２． 少し漬少する（１％以上一５％未清）

３． 泣少する（５％以上一１０％未清）

４． かなりだ少する（１０％以上）

５． 少し増加する（１％以上一５％未清）

６． 増加する（５％以上一１０％未楕）

７． かなり増加する（１０％以上）

（１４　原材料 ・部品等（中側財）の対米輪入頷見週し 問５　（１〕貫祉は現在どの地域へ海外進出をしていますか 。

１． ほとんど変化しない

２． 少し破少する（１％以上一５％未碕）

３． 漬少する（５％以上 一１０％未清）

４． かなり疵少する（１０％以上）

５． 少し増加する（１％以上一５％未清）

６． 則加する（５％以上一１０％未清）

７． かなり幻加する（１０％以上）

１、 アメリカ　　　　約（

２． カナダ　　　　約（
３． アジアＭＥＳ請国約（

４． ＡＳＥＡＮ諸国　　約（

５． 中国　　　　　　約（

６、 その他アジア　　約（

７． 西欧　　　　　　約（

）社

）祉

）祉

）祉

）祉

）社

）祉

８．

９．

１Ｏ

１１

１２

１３

中南米

オセアニア

中近東

アフリカ

ロシア ・東欧

その他

約（

約（

約（

約（

約（

約（

）社

）社

）社

）社

）祉

）祉

一１５一 一１６一

‘２〕長期的に■社は、どのレペルの侵能を梅外に移帳することが可能と考えていま

　　すか、次の螢能のうち移転可能なもの全てにＯをつけて下さい 。

１． 商品企画　　　２ ．製品開発　　　３ ．販売　　　４ ．人享　　　５ ．生産

２）進出第一順位の理由（２つまで回答可）

３一 生産の移乾に関して、どの程度可能かお答え下さい 。

１． 篭需要のうち輸出分及び国内向け需要分全てを海外移転する 。

２． 稔需要のうち輸出分全てと国内向け需要分の半分程度を海外移転する 。

３． 総需要のうち輸出分全てと国内向け需要分３分の１程度を海外移転する 。

４． 総需要のうち輸出分についてのみ全てを淳外移幅する 。

ｏ． 総需要のうち輸出分についてのみ半分程度を海外移転する 。

６． 総需要のうち輸出分についてのみ３分の１程度を海外移転する 。

７． 現在の総需要分については基本的に海外移転しない 。

８． その他倶体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

｝　今後貴社が海外移転する場合、どの国 ・地域を優先しますか。優先順位を第一

　　順位及び第二順位に分け、その理由とともにお答え下さい 。

　１）進出第一順位の地域 ・国に、１つ○をつけてください 。

１．

２．

３．

４．

６．

７．

８、

進出地域の将来の経済成長畢が高いと予想される 。

進出地域の人件費が安い 箏

進出地域との貿易庫掠を回違するため 。

進出地域の経済統合の助きに対応するため 。

進出地域が政治的社会的に安定している 。

進出地域の資源が１宮である 。

すでに進出していることのメリットがある（例：現地に熟知）。

その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３）進出第二順位の地域 ・国に 、 １つ○をつけて下さい 。

１． アメリカ

２． カナダ

３． アジアＭＥＳ諸国

４， ＡＳＥＡＮ諸国

５． 中国

６．

７．

８，

９．

１Ｏ

その他アジア

西欧

中南米

オセアニア

中近東

１１．アフリカ
１２．ロシア ・東欧

１３．その他

４）進出第二順位の理由（２つまで回答可）

１． アメリカ

ｇ　カナダ

３． アジアＭＥＳ諸国

４． ＡＳＥＡＮ詣国

５． 中国

６、 その他アジア

７． 西欧

８． 中南米

９． オセアニア

１０．中近東

１１

．アフリカ

１２
．ロシア ・東欧

１３．その他

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７，

８．

進出地域の将来の経済成長率が高いと予患される 。

進出地域の人件ヨが安い 。

進出地域との貿易臼撮を回遅するため 。

進出地域の経済統合の動きに対応するため 。

進出地域が政治的社会的に安定している 。

進出地域の資源が１宮である 。

すでに進出していることのメリットがある（例：現地に熟知）。

その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

一１７一 一１８一

（２３８）



アンケート調査にみる日本企業の海外直接投資動向といくつかの特徴（本田 ・森川） １４３

１５〕貴社の現地子会社が今後現地拉退する可能性についてお伺いします 。

　　１）■社は１９８５年以後、現地子会社の現地撤退を経験したことがありますか 。

問６

　１１）

１． 経験したことがある 。

２． 経験したことがない 。

２〕貴社の現地子会社の今後の現地搬退の可能性はありますか 。

現在現地撤退を検討中コ　　　　　３ ．可能性はほとんどない コ

近い将来に現地撮退を検討する可能性がある 。

■社の地域款合への対応についてお伺いします 。

Ｅ　Ｃ統合化に対し、■社はＥ　Ｃ向け現地進出をどの程度推進しようとしていま

すか 。

強く推進する 。

一定推進する 。

Ｅ　Ｃ統合化に対しすでに現地進出を完了しており 、これ以上の進出は考

えていない 。

Ｅ　Ｃ統合化に対応する現地進出の予定はなく 、現状維持である 。

その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３）前問で 、１ ，２ ．に○をつけられた社は 、倣退の可能性のある国 ・地域及

　　ぴその理由をお答え下さい。噸数回答可）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１２〕

アメリカ

カナダ

７ジアＮｌＥＳ諸国

ＡＳＥＡＮ諸国

中国

６． その他アジア

１． 西欧

８． 中南米

９． オセアニア

１０．中近東

１１

１２

１３

アフリカ

ロシア ・東欧

その他

１． 現地子会社の経営方針と進出地域の文化 ・習慣にギ ャソ プがある 。

２． 進出地域のインフラ整備の遅れの改善がみられない 。

３． 進出地域の人件費が高くなりすぎた 。

４． 進出地域の利益率が低いと予想される 。

５． 進出地域との投資摩療の恐れがある コ

６． 現地詞違率上昇の要求が強いが、その畳け入れが困甦である 。

７． 進出地域の市場拡大が今後余り期待できない 。

８． 進出地域の社会不安や治安悪化が予想以上である 。

９． その他１具体的に

貴社は 、ＮＡＦＴＡ（北米自由貿易協定）地減への現地進出をどの程度椎進しよ

うとしていますか 。

強く推進する 。

一定推進する 。

ＮＡＦＴＡ地域に対しすでに現地進出を完了しており 、これ以上の進出は

考えていない ，

ＮＡＦＴＡ地域への現地進出の予定はなく 、現状維持である 。

その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１３〕ＮＡＦＴＡ地域へ進出する場合どの国 ・地域を擾先しますか。またその理由は何

　　ですか。具体的に書いて下さい 。

ＮＡＦＴＡの近隣中南米言着国

理由（

一１９一 一２０一一

◆　記査結呆の報告讐を後日送付させて頂きますので、お差し支えなければ、下記に

　　貫社名及び記入された方の部誤 ・氏名をお■き下さい 。

貫　社　名

記入担当者

部諜 ・氏名

◆ご多忙中のところ調査にご協力頂きまして、誠にありがとうこざいました 。

一２１一

（２３９）




